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令和６年３月５日
特別民間法人 高圧ガス保安協会

保安技術部門
保安業務グループ

自主保安高度化事業者の
概要について

〜インセンティブの拡大〜
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本日のご説明の内容

１．認定制度の全体像
２．自主保安高度化事業者の概要
① 自主保安高度化事業者制度の主旨
② 自主保安高度化事業者の必要な事項
③ 認定取得のメリット
④ 主な要求事項
⑤-1 許可が不要となる軽微な変更工事の範囲

拡大の例
⑤-2  開放検査周期の延長
⑥ 認定取得までのフロー
⑦ ＫＨＫの事前調査
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１．認定制度の全体像
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自主保安の高度化を促すための制度として、平成29年4月1日よりに新認定事業所制度として、スーパー認定事業所及び自主
保安高度化事業者の制度がスタート。
現行のスーパー認定、通常認定については、新たに認定高度保安実施者制度として令和５年１２月２１日に新制度開始
同時期に自主保安高度化事業所制度のインセンティブ拡大（開放検査周期の延長）

（主な認定要件）
・リスクアセスメントの実施
・保安管理のPDCAサイクルの実施
（主な規制上のインセンティブ）
・軽微な変更工事の対象拡大
・開放検査周期の延長←NEW

第一種製造者
第一種・第二種貯蔵所
第二種製造者
販売事業者・特定高圧ガス消費者
その他（高圧ガスを移動する者・消費する者）

スマート保安の促進を念頭に置いた新たな認定制度
（令和5年1２月２１日 認定高度保安実施者制度開始)
・自主検査、運転中保安検査による連続運転等を実施

コンビナート

（連続運転）

コンビナート
中堅事業者
（連続運転）

主にバッチ処理等の中堅事業者向けの認定制度
（自主保安高度化事業者制度のインセンティブ拡大

令和5年12月２１日）
中堅事業者

（バッチ処理等）

自主保安
高度化事業者

Ｂ認定
（通常認定相当）

Ａ認定
（スーパー認定相当）
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２．自主保安高度化事業者の概要
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① 自主保安高度事業者制度の主旨

認定事業所制度の主なインセンティブは連続運転であり、
連続運転にメリットがある石油・石化事業者の活用が中心

バッチ処理等を実施している（連続運転をしない）事業者も
活用できるような制度を構築し、関係業界全体の自主保安
の取組を促し、保安管理のＰＤＣＡの実施、リスクアセスメ
ントの実施の裾野が拡大していくことが期待されている。

自主保安高度化事業者
ロゴマーク
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② 自主保安高度化事業者に必要な事項

で運転を継続したまま保安検査は実施しない。

要求事項は認定事業所がベースだが次の事項を配慮
・事業所の規模が比較的小さいことが想定
・保安検査、完成検査は都道府県が実施
・バッチ処理等で運転を継続したまま保安検査は実施しない。

・事業所の実態を考慮し、自主保安を推進するため、
リスクアセスメントの実施を含む保安管理システム
の構築及び継続的改善（ＰＤＣＡ）の実施を規定
・事業所の実態に合わせた活動となるよう、詳細な
規定は削除
・連続運転、自主保安検査の要求事項は削除

２．自主保安高度化事業者の概要
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③ 認定取得のメリット
・・ 保安管理システムを構築し、ＰＤＣＡを回す
ことで事業所の保安の向上が期待できます。

・ リスクアセスメントを実施することで、危険源が特定
され、改善をすることで、事故防止・トラブル防止の
強化が期待できます。

・ 保安活動に取り組むことで安全意識の向上が期待
できます。

・ 許可が不要となる軽微な変更工事の範囲が
拡大されます。

・ 開放検査周期の最大12年への延長が可能となり
ます。（周期延長の認定を取得については選択性）
（対象設備の損傷が減肉のみ）

２．自主保安高度化事業者の概要
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④主な要求事項（１／５）

・保安管理システム構築と、その継続的改善
・評価及び見直しを実施

・法人の代表者による保安の確保に関する
理念等の文書化

２．自主保安高度化事業者の概要

・トップによるコミットメント

・保安管理システムの構築
・保安管理のＰＤＣＡを回して改善を実施
保安管理の継続的なレベルアップ
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・保安管理方針
・保安管理目標 それぞれ作成、実施
・保安管理計画

・目標、計画に基づき保安活動を実施
組織、個人の安全意識の向上

・危険源の特定
・リスクアセスメントを実施、リスク低減
事故防止・トラブル防止の強化

④主な要求事項（２／５）
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２．自主保安高度化事業者の概要
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・非定常作業の適切な管理
・変更管理の適切な管理
事故防止・トラブル防止の強化

・スタートアップ、シャットダウン及び緊急シャット
ダウンに係る管理体制

・変更管理の実施、それに伴う文書の見直し

④主な要求事項（３／５）
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２．自主保安高度化事業者の概要
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④主な要求事項（４／５）
・３管理組織（保安、運転、設備）の機能 （兼任可）

・保安、運転、設備の適切な管理
組織の保安レベル向上

・緊急時訓練の実施・教育/訓練の実施
・教育訓練、緊急時訓練の実施
組織、個人の安全意識の向上
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２．自主保安高度化事業者の概要
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④主な要求事項（５／５）←要件が追加
・機器の寿命管理（機器ごとの劣化損傷の把握と管理）

・寿命予測に基づく設備の適切な管理
設備管理レベルの向上
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２．自主保安高度化事業者の概要

・開放検査体制（開放検査の周期設定、検査方法等）

＊上記要件は、開放検査周期の延長を行う場合のみ適用
＊関係会社（親会社等）、協力会社（エンジ会社等）の活用
も可能（ただし、寿命の評価結果等については、事業者の最終責任）
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処理能力及びP&IDの変更を伴わない
高圧ガス設備（特定設備を除く）の変更
工事

認定品等への取替えに限る

例１）配管のルート変更の工事
⑤-1 許可が不要となる軽微な変更工事の範囲の拡大の例
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２．自主保安高度化事業者の概要
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Ｚ

Ｚ

Ｚ

Ｚ

処理能力及びP&IDの変更を
伴わない高圧ガス設備（特定
設備を除く）の変更工事
認定品等への取替えに限る

例２）ポンプ更新に伴い設置位置を変更する工事
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２．自主保安高度化事業者の概要
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例３）配管からバルブへの変更工事、バルブから配管への変更工事

処理能力、位置の変更を伴わな
い工事

認定品等でなくても可

但し、耐震上軽微な変更とならな
い場合は、耐震評価要
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２．自主保安高度化事業者の概要
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例４）配管から継手への変更工事、継手から配管への変更工事

処理能力、位置の変更を伴わない工事

認定品等でなくても可

ただし、耐震上軽微な変更とならない場合
は、耐震評価要

15

従来は、フランジ継手に限定されていたが、
フランジ継手以外も対象を拡大

２．自主保安高度化事業者の概要
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例５）高圧ガス設備を取り替える工事

処理能力、位置の変更を伴わな
い工事

認定品等でなくても可

形状、材質の変更不可
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２．自主保安高度化事業者の概要
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⑤-2 自主保安高度化事業者の開放検査周期の延長

17

２．自主保安高度化事業者の概要

対象設備の損傷モードが減肉である場合に限る。
対象設備

腐食・劣化損傷形態の特定

損傷は減肉の
みであって

余寿命管理を
行うか？

A=余寿命×a（設定係数）

A＞１２年

開放検査周期＝A開放検査周期＝１２年

Ｎｏ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

開放検査周期延長の
対象外

（KHK/PAJ/JPCA S 0851(2022） 高圧ガス設備の供用適性評価
に基づく耐圧性能及び強度に係る次回検査時期設定基準より）

減肉速度

余寿命
全寿命

時間

限界厚さ

余寿命×0.5

評価の実施

次回検査時期︓最大１２年

厚
さ

・各設備に対して設定した周期を経済産業
大臣が認める検査方法として採用可能。
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２．自主保安高度化事業者の概要

機器A

機器B

保安検査

2024

保安検査

2025 2026 2027

保安検査

2028 2029 2030

保安検査 保安検査 保安検査 保安検査

開放検査周期の延長の一例

３年 ３年

延長しない場合

延長する場合

機器A

機器B

保安検査

2024

保安検査

2025 2026 2027

保安検査

2028 2029 2030

保安検査 保安検査 保安検査 保安検査

４年

６年

or     ︓開放検査実施年
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高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
（
Ｋ
Ｈ
Ｋ
）

事

業

者

経
済
産
業
大
臣

①調査申請

②ＫＨＫ受付

④現地調査
（調査小委員会）

⑥調査証交付

⑦申請
（⑥の調査証を添付）

⑧大臣認定

③書類審査

⑤調査委員会

内規
様式6

内規
様式7

内規
様式5

内規
様式8

申請
書類＋

⑥ 認定取得までのフロー
２．自主保安高度化事業者の概要

認定更新期間︓5年
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調査は、外部有識者、都道府県担当官及びＫＨＫによる書類調査
及び現地調査により行います。

現地調査は、原則２日間（申請内容説明＋規程類・記録等確認）
申請者の事業所において実施。計器室の現場確認も実施

⑦ ＫＨＫによる事前調査

２．自主保安高度化事業者の概要
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問い合わせ先等
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○自主保安高度化事業者に係るお問い合わせ先
高圧ガス保安協会 保安技術部門 保安業務グループ
TEL 03-3436-6103 FAX 03-3438-4163
e-mail   hpg@khk.or.jp

○「自主保安高度化事業者調査マニュアル」のKHK HP掲載先

https://www.khk.or.jp/certification/
○ 自主保安高度化事業者について KHK HP掲載先

https://www.khk.or.jp/inspection_certification/inservice/maintenance_improvement_business.html

https://www.khk.or.jp/Portals/0/khk/hpg/plant_safety/2023/jishumanual_0403_6_.pdf

○ 「特定認定事業者及び自主保安高度化事業者の認定について」
及び（パブコメ版）掲載先

https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/hipregas/files/2
0231221tokuteininteituutatu.pdf
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seqNo=0000259741

mailto:hpg@khk.or.jp
https://www.khk.or.jp/certification/
https://www.khk.or.jp/inspection_certification/inservice/maintenance_improvement_business.html
https://www.khk.or.jp/Portals/0/khk/hpg/plant_safety/2023/jishumanual_0403_6_.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/hipregas/files/2
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seqNo=0000259741
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ご清聴ありがとうございました
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